
神戸港の状況については、日銀神戸支店が２０１３
年１１月に、レポートを作成しています。様々な角度
から、神戸港の状況分析と、今後の方向性などについ
て考察されており、大変優れたものです。
今後、港のあり方について議論するとき、エバーグ

リーン海運(株)社での船主さんの声や、こうしたレポ
ートを参考にして取り組んでいきたいと思います。

訪問２ 桃園県 エバーグリーン海運（株） 訪問３ 台北医学大学 張教授

台湾の観光キャラクターとして誕生した、「Oh!Bear」（オーベアー）と、

神戸の「KOBEAR」（コ―ベアー）との出会いを模索中です。

神戸を訪問する台湾からの観光客は、増加傾向にあります。来年、日

本で封切りされる、映画「ＫＡＮＯ」は、戦前に甲子園に台湾代表で出

場し、準優勝した嘉儀農林高校の活躍を描いたもので、台湾で空前のヒ

ットとなりました。この影響で甲子園を訪問する観光客も増えたそうで

す。

更に、新竹県と有馬温泉観光協会が、温泉を中心に観光で連携しよう

という動きがあり、１０月２９日、友好交流推進の協定が結ばれました。

エバーグリーン海運(株)は、国際空港

のある桃園にあります。いつも、エバー

グリーンのコンテナ船の進水式を間近

に見てきていただけに、本社を訪問する

ことは、感慨深いものがありました。胡

副社長にもご対応いただき、阪神港への

期待の大きさを感じました。

～エバーグリーン海運(株)社での調査より～

○大阪・神戸を合わせて２０万 TEU くらい。大阪は、神戸の２倍の量。

○エバーが扱っている神戸の荷は、今、アジアのみ。アジアからアメリカに行くアライアンスのサービスが今はまだ

あまりないが、どんどんやる予定。今後、神戸を使う可能性はある。

○今は、船社が、みんな赤字（MAESK を除いて）。今回、合併して、何かいいインセンティブがあれば、チャンスに

なると思う。

○大阪・神戸に入ると２回税金を取られている。船が神戸に寄って、次に大阪に入ると、今は、とん税、水先案内な

ど、２回の費用がかかる。合併によって考えてもらいたい。

○１番大切なことは、荷物の量。荷物があれば利用する。

○２番目は、入港料金が高いこと。例えば、小さい船、１３００TEU くらいの船、２万トン以下の船の入港料金は東

南アジアの４倍くらいの料金になる。もし、この２点をクリアできるなら、日本の港を利用するだろう。

日銀レポート

～日銀レポートより～

○神戸港は、震災後、世界順位

を５２位に下げ、国内でも、４

位になった。

○港の背後にある工場など「港

湾の集荷力」がユーザーから問

われ続けた結果ともいえる。

○震災後から地方コンテナ港

の整備拡充が進み、現在の日本

には地方コンテナ港が６２港

も設置されている。

○しかし、日本全体のコンテナ

取扱量は世界第４位を確保し

ている。

○国家戦略として「グローバル

ハブ港」を育てることで、最適

な物流体制を敷くことが可能。

国際競争に勝つには「選択と集

中」が必要である。

○アジア諸港が港湾の IT 化や

２４時間化を急速に進め、結果

として神戸港は、港湾荷役料や

使用料が高コストとなり、港湾

使用時間の制限が足枷になる

など、グローバル競争の中で遅

れをとって来た。

＜張文昌先生経歴＞
台北医学院薬学系学士
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～張教授のお話より～

張先生は、２０１２年に神戸市で開催された台湾国家科学委員会主催（（公）先端医療振興財団が共催）の「日台癌

のトランスレーショナル研究シンポジウム」において、主催者側代表として来日された先生です。１９９０年当時に、

神戸大学の故西塚泰美先生と共同研究を行っていらっしゃったそうです。（西塚先生は、プロテインキナーゼＣの発見

者であり、山中先生より前にノーベル賞の候補だったということ。）国家科学委員会は、毎年、日本との交流のシンポ

ジウムを開催しており、２０１３年には、バイオの関連で北大と共同シンポジウムを開催しています。（「日台機能性

食品の研究と産業の開発」）

台湾では、今、特にバイオに力が入れられており、台湾の建設業、潤泰集団が創設した賞「唐奨（タン・プライズ）」

のバイオ医薬部門の受賞者二人のうちひとりに、京大の本庶（ほんじょ）佑（たすく）客員教授が選ばれたことを、

大変嬉しそうに語られました。台湾では、分子標的薬の開発が非常に盛んであり、国家型のプロジェクトで進められ

ています。

台北医学大学は、今年４月に兵庫県と粒子線治療で協定（MOU）を結んでおり、学生が神戸大学に研修に来られ

ています。大学の３つの附属病院には、ベッドが３０００あり、粒子線治療の導入を検討しているが、許可が出てか

らになる。許可が出たら、どうやって作るのか、ＭＯＵに基づいて多分、兵庫県が手伝ってくれることになるだろう

ということでした。

台湾観光協会／新竹県とのやりとりについて

有馬温泉
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新竹県

新竹県の温泉（ホームページより）

台湾の観光キャラクターOh!Bear（オーベアー）


